
天気を先取り！！気象アプリランキング 急激に寒くなる11月
先日も大型の台風が上陸しましたが、建設業界が最も忙しいこの時期は皆さ
んいつも以上に天候の変化に敏感になっているのではないでしょうか？そこ
で今回は足場王がお勧めする気象アプリをランキングにしました。

第三位のアプリで癒されすぎて、お仕事に影響が出ないよう、ご利用は
ほどほどに。

第1位『防災速報』 (無料)
地震 ・津波 ・豪雨 ・熱中症など身近に起きる様々な災害を事前に教えてくれるアプリ！
地域３ヵ所まで指定出来るので、 複数の現場の状況を同時に確認出来ます！

第2位『tenki.jp』 (無料)
さすが日本気象協会のアプリ！必要な情報がいつでも見やすく確認が出来るので非常に
便利です。

第3位『美人天気』 (無料)
「どうせ天気を見るなら楽しく見たい」 をコンセプトにたくさんの美人が天気をお知らせする
アプリ！日々の疲れの癒しにいかがでしょうか？

10月に入り、色々な業者様から『今月は特に忙しい』と、繁忙期恒
例の話しが聞こえるようになりました。忙しい事は非常に良い事です
が、現場数が増える＝足場資材が必要、その資材が確保出来ないとい
う話しも聞こえてきます。そこでお付き合いのあるお客様には、改め
て弊社の在庫状況をお知らせ致します。新品資材、入荷中の中古資材
など、足場王ではまだまだ皆様のご要望にお応えできるだけの資材を
ご用意出来ます。出入りが激しい為、状況は日々変化しますが、資材
でお困りの方は是非足場王スタッフまでご一報下さい。

【在庫状況】
信和タイプ・・支柱・ブラケット・手摺・踏板など主要資材新品在庫あり。
　　　　　　　　※一部、中古品でご用意出来る物もあります。
ダイサンタイプ・・支柱・ブラケット・ジャッキは中古品在庫あり。
　　　　　　　　※手摺・踏板は新品在庫あり。
三共タイプ・・主要全資材　中古品在庫あり。

購入資金面でお困りの方も、割賦購入をご利用頂く事で、現金のご用
意は不要、月々ご負担の少ない形で資材購入が可能です。
※詳しくは、各担当営業スタッフ（石黒・佐藤雅美・佐藤亮助）まで。

あと1週間ちょっとで11月を迎えます。皆さん、11月は、1年
中でもっとも気温の下がり方が大きい月だという事をご存じですか？
平年の最低気温は、ひと月の間に5～6度下がる所が多くなりますが、
仙台では、月初めの最低気温は7度以上、月末には3度以下と、一
気に冷え込む事で、霜が降りたり氷が張ったりする日が多くなります。
また、東京や鹿児島では、月初めの最低気温は12～14度くらい
ですが、月末には7～8度くらいまで下がり
ます。朝晩を中心に、十分な防寒対策が必要な
時期になりますが、急な冷え込みは風邪・体調
不良の原因となります。外作業が多い皆様にお
かれましては、朝晩と日中の気温差が激しい事
を考慮し、簡単に羽織れるジャンパーを持参す
るなどの防寒対策をお勧め致します。

買取り担当
石黒・佐藤まで

公共工事の予定価格を積算する際に用いられる設計労務単価が前年度比で約 15％増と大幅に上昇したものの、下請け企業との契約には十分に反映されてい
ないことが、全国建設業協会の調査で分かりました。4 割以上の建設会社が、設計労務単価は、実際に受発注される実勢単価よりもまだ低いと感じているこ
とが要因のようです。

設計労務単価の上昇を協力会社の技能労働者の給与（下請け代金）に反映させたかとの設問に対して、「引き上げに準じて反映させる、または反映させた」と「協
力会社との交渉結果による」との回答を合わせると、約 7 割の建設会社が何らかの形で反映させる意向を示しています。しかし、引き上げに準じて反映させ
た企業は全体の 23％にとどまっていて、設計労務単価よりも実勢単価の方が高いと感じている企業が多いことが、条件無しでの引き上げに踏み切れない一
因となっています。
設計労務単価引き上げに対しては、「非常に評価する」「評価する」「やや評価する」をあわせて 95％に上っています。ただし、引き上げられた労務単価と、
4 月上旬の実勢労務単価の比較については、44％が公共工事の設計労務単価を「やや低い」「低い」と答え、実勢単価の方が高かったと感じているようです。
その反面、公共工事の労務単価の方が、「非常に高い」「高い」「やや高い」とする回答も26％あり、地域や工種などの違いが、感じ方に影響しているとみられます。

現状では、鳶・足場工事業の受注単価はまだまだ低く、改善すべき点であることは間違いありません。さらに、公共工事・
民間工事で労務単価の違いもあると思います。ですが、例年より多くの現場数があり、資材と人手の確保が厳しい中でも、
新品資材の価格高騰と人材確保に掛るコスト増を理由に受注単価を平均5％引き上げることに成功したお客様もいらっしゃ
います。消費税増税の決定と東京オリンピック開催決定により、建設業界に追い風が吹いている今こそ、適正な労務単価で
受注できるよう元請け企業に働きかけ、足場業界の処遇改善に努めていきましょう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（日経コンストラクション・建設通信新聞　参照）

「設計労務単価引き上げの現実」　“公共工事設計労務単価の引き上げを下請け代金に反映している建設会社は23％にとどまる”

中古・新品くさび足場資材
在庫状況のお知らせ
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